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　静岡大学では、平成29年度から”科学技術振興機構”の委託
を受け「グローバルサイエンスキャンパス」を実施しています。
　本事業は、将来グローバルに活躍しうる傑出した科学技術
人材の育成を目的として、卓越した意欲・能力を有する
高校生に、国際的な活動を含む高度で体系的な、理数教育
プログラムを提供するものです。静岡大学では、2019年度も
第三期の受講生を募集します。
　つきましては、

なお、 です。
静大FSSのWebサイトで情報を提供しております。

　2018年12月15日からの3日間、SCIUS（注）に参加しているタイの高校生4人と
タマサート大学の先生2人が静岡を訪れ、研究発表会などを通し、FSS受講生と
交流しました。

　初日の15日には、FSS受講生がガイド役となり、静岡市内の駿府城公園や
東照宮を訪れ、日本の文化・歴史について紹介しました。また、日本平に完成した
ばかりの「夢テラス」を訪れ、富士山の眺めや静岡茶を楽しんでもらいました。
　

　２日目の16日にはSCIUS-FSS Joint meetingが開催されました。それぞれの国の
自然や文化、普段の高校生活などについての紹介や、平成30年度のグローバル
サイエンスキャンパス全国受講生研究発表会で文部科学大臣賞を受賞した、FSS
発展コース生の袴田彩仁君の特別講義が行われた後、日本およびタイの高校生が
取り組んでいる研究のポスター発表が行われました。ポスター発表では、「天然ゴム
とカーボンの導電性複合材料」「スマートホンを利用したpH測定」「モリアオガエル
の産卵」など様々な研究が紹介され、参加した受講生は、国は違っていても、同じく
将来科学者・技術者を志す高校生の発表に、互いに大きな刺激を受けていました。

　SCIUSの皆さんは、静岡大学理学部・農学部
の研究室訪問などを行った後、17日に静岡を
後にしました。

（注）SCIUSとはタイの大学が実施している高校生向けの理数教育プログラムで、タイ版のFSSです。
なお、2018年８月にはFSS受講生が海外研修としてタイ・タマサート大学を訪れています。

　研究会終了後には、福笑いやけん玉
など日本の伝統的な遊びを通し、タイと
日本の交流を深めました。
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